




















　　This research paper focuses on building a theoretical framework and to analyze the 
basic characteristics of Corporate Museum. The nature of building a Corporate Museum 
has two meanings: Corporate Society Responsibility and reflection of the company’s busi-
ness policy. From this point of view, categorizing Corporate Museum like other General 
Museums should be segregated. 
　　To characterize Corporate Museum, I have made a diagram, setting the vertical line 
as “relevancy to the business” and the transverse line as “fulfilling of function”. “Relevan-
cy to the business” points out the company’s business policy and “fulfilling of function” 
points out how it functions as a “Museum”. Four elements has been discovered from this 




























which consists the basic characteristic of Corporate Museum.


























































































































































































































































































































殿 堂 型 弱 低 創業者のコレクションなどを基盤としたミュージアム
事 業 志 向 型 強 低
当該企業の事業と関連したコレクション・活動を基盤とした
ミュージアム


























































 （1）  星合重男，“企業博物館戦略の研究－ 2”，日本の企業博物館，入手先〈http://
homepage3.nifty.com/hoshiais/article2/index.html〉，（参照 2011-1120）


















 （5）  博物館法第 23条「入館料等」では「公立博物館は、入館料その他の博物館資料の
利用に対する対価を徴収してはならない。但し、博物館の維持運営のためにやむを
得ない事情のある場合は、必要な対価を徴収することができる」としている。
 （6）  先行研究にみられる生業とは当該企業の主たる事業活動という意味合いで用いられ
ていることが多い。本稿における事業の関係性の「事業」とは主たる事業に加え、
多角化企業における付帯的な事業も含めた広い意味での事業と定義する。






 （1）  上山信一・稲葉郁子，『ミュージアムが都市を再生する』，東京，日本経済新聞社，
2003年．
 （2）  大室康一，「企業はなぜ美術館を持つのか？」，『企業メセナの理論と実践』，東京，水
曜社，2010年，pp.177-189．
 （3）  千地万造・木下達文，『ひろがる日本のミュージアム』，京都府，晃洋書房，2007
年．
 （4）  中村久人，『現代企業経営の解明』，東京，八千代出版，2008年．
 （5）  平井宏典，「ミュージアム・マネージメントにおける価値連鎖の研究」『日本ミュー
ジアム・マネージメント学会研究紀要』，第 10号，2006年，pp.11-17．





 （7）  Poter, E. M., Kramer, M. R.  “Strategy and Society,” Harvard Business Review, 
Dec. 2006, pp.78-91.（「競争優位の CSR戦略」『ダイヤモンド・ハーバード・ビジ
ネス・レビュー』2008年 1月号，pp.36-52）
 （8） 水尾順一，『セルフ・ガバナンスの経営倫理』，東京，千倉書房，2003年．
 （9）  社団法人メセナ協議会編，『メセナマネジメント』，東京，ダイヤモンド社，2003
年．
 （10）  森真澄，“企業と博物館”，『ミュージアム・マネージメント』，大堀哲他編，東京，東
京堂出版，1996年，pp.41-46．
 （11）  諸岡博熊，『企業博物館』，東京，東京堂出版，1995年．
 （12）  諸岡博熊，「企業の文化活動からみた企業博物館」『日本ミュージアム・マネージメ
ント学会研究紀要』，創刊号，1997年，pp.1-10．
 （13）  渡邉辰郎，「企業博物館・企業博物館について」，『日本機会学会誌』，Vol.110 
No.1061，2007年，pp.46-49．
参考資料
企業メセナ協議会，“メセナの動向”，入手先〈http://www.mecenat.or.jp/survey/corpora-
tions/corporations_contents.html〉，（参照 2010-11-28）
